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途上国の経済発展と貿易構造の変容 独立後半世紀を迎えるアフリカー
福　田　邦　夫
　「アフリカの年」と言われた1960年から半世紀が経過した。2010年度特別研究では、独立後半世紀が
経過したアフリカの歴史を概観し、現在、この大陸が直面している問題を経済的視点から分析した。
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研究を進めるに当たり、2011年度3月にセネガルを訪問し、農村調査を行う他、現地の専門家と意見
を交換した。またパリでは、独立後アフリカの政治・経済構造の変容分析に関する資料を収集し、ア
フリカの経済分析に関する論点を整理する上で重要な資料を収集した。
　1960年代に政治的独立を実現したアフリカ諸国は、独立するや否や東西冷戦の波に巻き込まれ、凄
惨な内乱の舞台に転化し、東西冷戦が終焉した今でも独立とはほど遠い悲劇が起こっている。1994年
には、80万人以上の人々が殺害されたルワンダの悲劇、1991年から2001年まで内乱（ダイアモンド戦
争）に見舞われたシェラレオネ、コンゴ民主共和国では1997年に始まった内戦（第一次コンゴ戦争）、
さらに1998年に再発した内戦（アフリカ戦争）から今日まで戦乱が続き、多くの住民が虐殺されてい
る。国連難民高等弁務官（UNHCR）によれば、この間、少なくとも540万人以上の死者が出ていると
いう。
　現在、第三世界の終焉1といわれるように、独立後の歩みは決して平坦な道程ではなく、巨大な困難
に直面している。独立後の歩みの評価をめぐって様々な議論が展開されているが、本研究では、サハ
ラ以南のアフリカの経済に焦点を当てて検討した。
　「アフリカの年」といわれた1960年から現在まで、アフリカが抱えている経済問題を解決するために
様々な努力が積み重ねられてきた。だが、2000年9月に開催された国連ミレニアム・サミットで採択
されたミレニアム開発目標（Millennium　Development　Goals：MDG）の達成目標に示されているように、
アフリカが直面している課題は膨大である。しかも半世紀前に独立を達成した諸国だけではなく、植
民地支配を受けなかった国（エチオピアや1847年6月に独立したリベリア）も共通した問題を抱えて
いる。
　実際、「後発発展途上国」（LDC）或いは最貧国といわれる国が世界に49力国あるなかでサハラ以南
のアフリカには35力国も密集している2。また国連食糧機関（FAO）が「低所得食糧欠乏国」（LIFDC）
と命名している国が83力国あるなかでアフリカには43力国あり、その大半が深刻な食糧問題に直面し
ている。本研究では、多国籍企業を中核とするグローバリゼーションの波に飲み込まれ、深刻な様相
を呈しているアフリカの現状を明らかにした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
1　Coordination　Editorial，　Serge　Coredellier，　Fabienne　Doutaut，“La　Firl　du　Tiers　Monde？”，Les　Dossiers　de　LEtat　du
Monde，1996．
2　LDCとは国連経済・社会評議会（Economic　and　Social　Council：ECOSOC）が国連開発政策委員会（Committee　for
Development　Policy：CDP）の勧告に従い、以下の指標を基準として3年毎に選別するが、現在49ヵ国がLDCと命名され
ており、このうち35力国（2002年には33ヵ国）がサハラ以南のアフリカに集中している。LDCの評価基準とは、①低い所
得：1人当りの国民総生産（GDP）を基準にして算出。②脆弱な社会指標：平均寿命、1人当りのカロリー消費、幼児死
亡率、教育の普及度、文盲率等の指標。③経済的脆弱性：不安定な農業生産、輸出の不安定性、GDPに占める製造業・近
代的サービス部門シェア、輸出に占める工業製品の割合等の指標である。United　Nations　Conference　on　Trade　and
Development，　The　Least　Developed　Countries　1？ePort各年度版参照。
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